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　村は、「村民の今を支える取り組み」の最優先課題の一つ、『医療・介護・福祉環境の
強化』に向け、さまざまな角度からアプローチを行っています。
 そのような中、昨春、本田徹先生が村に移住し、常勤医として「いいたてクリニック」に
着任。『訪問診療』を行っていただけるようになりました。また本田先生の活動を通して、
村と医療従事者、あるいは医療従事者同士が、より多くの現場でつながり始めていま
す。医療を必要としながら声をあげずにいる人たちにも手を伸ばそうと試みる、本田先
生のアウトリーチの実践が、村の医療環境を耕し、新たな芽吹きを促しています。

本田徹先生の訪問診療
『訪問診療』では医師が診療計画に基づき定期的に訪問し
ます。急変時や緊急時に訪問し診療を行うのは『往診』で
す。本田先生はその両方を行っています。今回は本田先生の

『訪問診療』に同行させていただきました。

髙橋さん（写真中央）は、週に１度の訪問診療で、持病
の経過を診てもらっています。「ここは団地の皆さんが
助け合っていていいよね。お正月には東京にいる息
子さんも来てくれていたんだよね」と暮らしぶりも見
守る本田先生。隣家の村山キサノさん（写真右）はクリ
ニックに通院してお世話になっているそうです。

本田先生のハーモニカで歌を歌うこともあるというトヨさん。５年
ほど前に寝たきりになり、帰村後に亡くなった息子の妻・照代さ
んが在宅で介護しています。刺身や味噌汁が好きで、正月には「餅
が食べたい」とリクエスト。あんこ餅・つゆ餅を「うまいなぁ」と口に
したそうです。川俣町内のデイサービスに週２回通う他、「訪問看
護ステーションあがべご」の訪問看護も利用しています。

愛妻の葉子さんと村に移住し夢の実現に邁進してきた
岡本さん。昨年病気を患い本田先生が予後を診ていま
す。体調の確認から話題が広がり、友人がラカッセで開
いてくれた快気祝いのこと、最近読んだ本のこと、モス
クワ留学時代の思い出まで…。本田先生に語る岡本さ
んの笑顔がどんどん快活になっていきました。

森林組合で働くご主人を支えながら農業に勤しみ、ソ
フトボールもやっていたという頑張り屋のシゲ子さ
ん。ご主人を亡くした後も、家族を大切に、家を守っ
て暮らしてきました。「血圧が高いなあ。シゲ子さんは
漬物名人だけど、塩分は摂り過ぎないよう気をつけて
ね」。敬意を込めていたわる本田先生です。

本田先生×草野シゲ子さん（関沢）本田先生×岡本 易さん（関沢）本田先生×髙橋タマ子さん（深谷）

本田先生×花井トヨさん（伊丹沢）

国内の病院で勤務した後に青年海外協力隊員とし
てチュニジアに赴任。「日本国際ボランティアセン
ター」を経てNPO法人「シェア＝国際保健協力市民
の会」を設立。国外での医療支援、阪神淡路大震災
の医療救援などを行いながら、東京都・山谷（さん
や）地区での医療活動、在日外国人の医療支援に
も長く携わりました。その活動の様子は平成25年
にNHK「プロフェッショナル 仕事の流儀」でも紹介
されています。東日本大震災の救援活動では宮城
県気仙沼市に入り、福島労災病院（いわき市）の非
常勤医を経て、平成31年から高野病院（広野町）の
勤務医に。その後、飯舘村で訪問看護ステーション
を立ち上げていた星野勝弥さんから村の窮状を聞
き訪問したことをきっかけに移住を決意。令和４
年４月から「いいたてクリニック」の常勤医となり、
訪問診療をスタートしました。

※ラカッセ＝村内のレストラン

アウトリーチ＝「手を伸ばす」という意味。社会福祉の分野では、助けが必要な状態にあるにも
かかわらず自ら申し出ない人たちに対して積極的に働きかけ支援を届けることを指します。
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